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山ノ内町立志賀高原ロマン美術館　
2016 年夏季企画展「Touch with Skin　内在する触感」 館内用展示説明文より

出展作家　　
小橋順明、田淵三菜、疋田義明、西澤伊智朗、
耳のないマウス（松田朕佳、石射和明、石倉一誠、雨宮澪）

inform
ation

FLATFILESLASH Warehouse Gallery

ナガノオルタナティブ 2016
「ランドスケープ」外伝 _01 中牧浩一郎

2016年 9月 2日（金）p.m.18:30~　入場￥500
＠FFS_Warehaouse Gallery

ナガノオルタナティブ 2016
「ランドスケープ」外伝 _02 納和也

2016年 9月 10日（土）p.m.18:30~ 入場￥500
＠FFS_Warehaouse Gallery

ナガノオルタナティブ 2016
「ランドスケープ」外伝 _03

納和也
中牧浩一郎

大人のリゾート鉄道 / 宮澤眞 .・田原宏一
2016年 9月 23日（金）p.m.18:30~ 入場￥1000

＠FFS_Warehaouse Gallery

T16( タブロー 2016：FFS公募企画展 )
2016 年 10月

＠FFS_Warehaouse Gallery

Nagano Art File
2016 年 11月

＠FFS_Warehaouse Gallery

FLATFILESLASH Lounge Gallery

9 月 ごとうなみドローイング展 “Je le Confie,” 9/1～9/25
10 月 川合朋郎展
11月 Visual Echo

http://toposnet.com

トポス高地 2016

9 月 ごとうなみ展
10月　川合朋郎展

11月　たかはしびわ展
12月　今井あみ展

アリコ・ルージュ / 飯綱東高原 / 火曜休み
http://homepage3.nifty.com/haricot/

萱アートコンペ
コンテンポラリー作品公募展

2016年 10/1~10/23
坂井酩醸蕎麦料理処「萱」アートギャラリーブラン（blanc）+もと蔵

「Touch with Skin　内在する触感」
志賀高原ロマン美術館　夏季企画展

2016年 7/24~10/10　　休館：木曜日 / 8 月 11日（木・祝）、9月 22日（木・祝）は開館
9:00-17:00（ただし入館は 16:30 まで）

小橋順明、田淵三菜、疋田義明、西澤伊智朗、耳のないマウス（松田朕佳、石射和明、石倉一誠、雨宮澪）

Touch with Skin　内在する触感

鈴木幸野
Yukino SUZUKI 1981 ~

北澤一伯
Kazunori KITAZAWA 1949~

偽悪　＜極東＞　未了

<極東 >Far East SCULPTURE carving / modeling
 / mouvement・Masse/” Site-specific time and Site-specific zone”
Material: iron
Title: I read a poem　
意志表示せまり声なきこえを背にただ掌の中にマッチ擦るのみ
岸上大作（1939 年 10 月 21 日～1960 年 12 月 5日）
Kazunori Kitazawa

北澤一伯 Kazunori Kitazawa
1949 年長野県伊那市生れ
発表歴：
1971年から作品発表。74年〈台座を失なった後、台座のかわりを、何が、するのか〉彫刻制作。
80年より農村地形と〈場所〉論をテーマにインスタレーション「囲繞地（いにょうち）」制作。
94年以後、廃屋と旧家の内部を「こころの内部」に見立てて美術空間に変える『「丘」をめぐって』連作を現場制作。
その他、彫刻制作の手法と理論による「脱構築」連作。２００８年１２月、約１４年間長野県安曇市穂高にある民家に住みながら、その家
の内部を「こころ内部」の動きに従って改修することで、「こころの闇」をトランスフォームする『「丘」をめぐって』連作「残侠の家」の
制作を終了。
また、生家で体験した山林の境界や土地の権利をめぐる問題を、「境（さかい）論」として把握し、口伝と物質化を試みて、レコンキスタ（失
地奪還／全てを失った場所で、もう一度たいせつなものをとりもどす）プロジェクトを持続しつつ、
95年 NIPAF’ 95 に参加したセルジ . ペイ（仏）のパフォーマンスから受けた印象を展開し、
03年より「セルジ . ペイ頌歌シリーズ 」を発表している。2015年７月、韓国水原市にVoid house( なにもない家 )を制作した。

　悪びれない彼等の綺麗な言葉。表現の明るさ。態度の冷酷さ。脳の軽さ。
彼等の正しさが直接指示しているものを解る。
笑いと嗤い。意味改変。その悪意が透きとおって観える。
　長期にわたり、それらが私に与えた解読への執着と、解答を探索する
ために費やした時間は量ることができない。

　ある日、一匹のサソリが川へやってきた。川をわたろうと思ったがサ
ソリは泳ぎを知らない。困ってあたりを探したら、草むらにカエルが一
匹すわっていた。背なかにのせて向う岸へわたしてくれとたのみこんだ
ら、カエルは、あんたはおいらを刺すからイヤだよといってことわった。
「ばかだなあ、おまえ」
　サソリは笑った。
「おいらは泳げねえんだからあんたを刺すはずがないじゃないか」
　人のよいカエルはそういわれて考えなおし、なるほどそういわれたら
そうかもしれないと思い、サソリをのせてやることにした。
　川をわたりはじめてまんなかあたりまでいったら、とつぜんサソリが
カエルをプツリと刺した。
二人ともたちまちおぼれ、死んでしまった。
おぼれながらカエルが水のなから悲しげに叫んだ。
「なんだってこんなことをするんだ」
サソリが水のなかから悲しげに叫んだ。
「それが東南アジアなんだよ」

photo by Kazunori Kitazawa

̶̶̶　サイゴンでいちばん流行っている寓話だよといって東京で一人
のアメリカ人の新聞記者がしてくれた話　̶̶̶
（開高　健『ベトナム戦記』朝日文庫　より）

　寓話。二匹の二人。悲しい叫び。
『「それが東南アジアなんだよ」』という言葉は，私の <極東 >Far East 
SCULPTURE 連作に共振している。
「それが美術なんだよ」「それが 3・11後なんだよ」「それが日本なんだよ」
「それが戦争なんだよ」など。
　作家、開高健がベトナムを取材したのは 1964 年末から 65年初頭ま
でだ。そして十年後の 1975 年、アメリカはベトナムから撤退する。
　この文庫本は、昨年訃報の届いた美術の盟友藤田基夫氏の愛読してい
たものだ。今読んでも戦争の迫真の事実に身震いがする。
『「なんだってこんなことをするんだ」』と叫んでいるようだ。

　そして、政治の彼等と美術の彼等の相似を不思議に思う。
　悪びれない彼等の悪意があたかも綺麗で透明な翡翠のように存在し、
それを覆う有彩色の偽善が、大きな物語の共有として顕在するかぎりに
おいて、非公認の灰色の偽悪で極私の逸話を構築しつつ、しぶとく川を
泳ぎきるという衝動をつくりたい。

　未だ終わる事はできない。終われない。

普通の人の生きる意味

田淵三菜（たぶち・みな）

這うようにして撮られた森のはざま。カメラのファインダーをとおしてなぞられた被写体の蠱惑は、自
然への好奇心と畏怖で全身をぞくぞくとさせた撮影者のエネルギッシュな瞬発力で肉厚に切り取られて
いく。展示作品を生物として機能させる細胞のような一枚一枚のイメージは、森のミクロとマクロを増
殖させる。色の凹凸を目で撫でながら、そして次元を自由に往復できる恍惚をおぼえながら、やがて次
元を往復し続けなければならない息苦しさに鑑賞者は気づく。

小橋順明（こばし・まさあき）

備前の土から陶へと変化をとげた結果としての昆虫の姿。昆虫採集における生態観察的な手の痕跡が感
じられる。この生命の形を実在させるうえで必然に経る「焼く」という過程を、作り手は火にゆだねる
ことなく客体化する。実在と観念が同一であるという汎神論を保ちつつも、昆虫たちは絶対性と無意識
性の合間をいまださまよう。土から陶へと化学変化するはざまの膜（皮膚）そのものが、ときとして実
体を持たず、揺らめく空となりうる巡り合わせ。その綾を静かに縫っていく眼差しがある。

耳のないマウス

カタツムリの形に意味づけされた指先への注視は、体から切り離された結果としての鮮烈な触感の体験
を鑑賞者に否応なく想起させる（わずかにうごめいているところも含めて）。そして動かない身体と再
び結合させられることで、いったんかなぐり捨てたはずの手の意味を仕方なく纏い直すが、意味はうご
めきと変容を繰りかえしながら実在と架空のはざまを行き交う。

西澤伊智朗（にしざわ・いちろう）

大きな種子のような形状に焼成された土のまとまり。原初的でありながら、大地に根ざすわけでもなく、
宙に舞うわけでもないその独特の存在感は、極力土に触れずして土の気持ちをひきだしていくという独
自の成形の考えによる。しかし、「触らない」という手の克己は、その意識下において手を経由せずに働く、
身体のダイナミックな力学的作用を鎮めはしない。柔道家でもある作り手は、相手の重心を利用したり
自分の体を捨てたりして相手を投げる武術の技を、土と身体の間合いに無為に用いているように見受け
られる。

疋田義明（ひきた・よしあき）

くぐもった光のなかに日々自分を取り巻くものが映像化される。それらは主体性を持つことなく立ち現
れる。古くもなく新しくもなく、幸せでも不幸でもなく。絵具をつけた指で画面をなぞって質感を出し
ていくという描写方法は、自身の生活の確認作業であるとともに、自身をそのなかに存在させていくた
めに必要な手段として、柔らかではあるが執拗である。描かれたかたちは、それ自体では意味をもたず、
指先の擦れをともなってこそ機能するシグナルとして、鑑賞者のほうへと放たれる。

≪出展作家作品について≫

≪展覧会のコンセプト≫

本展のタイトルにおいて、本展で意味するところの「触感」が、「Touch with Skin（皮膚で触る）」という外的な「触覚」体験のみを指しているわけでは
ないことを、「内在する」という言葉で補って説明している。皮膚感覚による体験は「自我」（自分とは何か）の形成という内省的アプローチのきっかけ
としばしばなりうるが、その科学的に解明しえない感覚全体を「触感」ととらえている。本展は、制作のプロセスそのものとしてその「触感」を用い、
敏感に作品へと落とし込む作家をご紹介する。

鈴木幸野 Yukino Suzuki
1981 年茨城県生まれ
山ノ内町立志賀高原ロマン美術館学芸員
romangakugei@star.ocn.ne.jp
http://www.s-roman.sakura.ne.jp/

展覧会詳細

志賀高原ロマン美術館　夏季企画展
「Touch with Skin　内在する触感」
2016( 平成 28) 年 7月 24日（日）-10月 10日（月・祝）　　　
休館日：　木曜日　　　8月 11日（木・祝）、9月 22日（木・祝）は開館
開館時間：9:00-17:00（ただし入館は 16:30 まで） 　
入館料：大人 500円、小人 300円

出展作家：小橋順明、田淵三菜、疋田義明、西澤伊智朗、耳のないマウス（松田朕佳、石射和明、石倉一誠、雨宮澪）
ポスター：廣田義人

まだ参加者募集中です！ぜひどうぞ。
○ワークショップ「指をつかって絵を描こう！」 定員 15名 　参加費無料　要予約
※クレヨンなどを使いますので、汚れても良い格好でおこしください。
日時：2016年 9月 10日（土）10:00-12:00　
講師（出展作家）：疋田義明photo by Tetsuya Machida

 木村夏衣
Natsue KIMURA 1994~

木村夏衣　Natsue Kimura
ライター、ゲームシナリオライター
1984年生まれ　広島県呉市出身

京都の大学を出て東京で社会人となる
koromo515jp@gmail.com

最近、自分は「人に認められるため・好かれるため」だけに全てを生きてき

たのだと気づいてしまった。

それをやめようと思ったものの、「じゃあ今後はなんのために生きるのか？」

を考え、数日経っている。

自分は人に嫌われるどころか少しでもイラっとされると、自分に「生きてる

価値がない」と思ってしまう極端体質だ。

道で人に舌打ちされたこと、レジのバイトで客に怒られたこと、全てをほぼ

毎晩思い出し、職場で怒鳴られた時は病気になった。

「嫌われることなんて気にせず、自分のために生きればいいじゃない！」

でも、そう思うと今度は、自分の中から人への思いやりとか人間の感情が一

切なくなってしまいそうで怖い。

なぜなら、自分のこれまでの行いは全て「好かれるため」にやってきたから。

本当の自分の中には、「人間の思いやり」なんて一片も無いかもしれないから。

「好かれるため」の目的をなくしたら、なんのために生きるのか？

「人に嫌われても気にしない」という人は、なんのために生きているのです

か？

人に生ゴミを見るような視線を向けられても、「自分は生きていていい」と

思えるプライドをみんな持っているのですか？

普通の生き方が知りたい。

でも、そういう普通のことこそ一生掴み取ることができない気がする。

フジツボの逆襲

 今井あみ
Ami IMAI 1990~

全速力で走っていく星を流れ星という
一点だけを見ないで
見逃しちゃうから
全体をぼんやりみるの

海のふかーくに潜っていくとき
水深 30メートルからは、潜るために泳がなくても
重力で下へ下へ落ちていくそうだ
それまでは浮力も働くから、潜ろうとして泳がないと潜れないそうだ
水は柔らかいけど、重力と戦う力を持っていて
30メートル過ぎたら、スーッと吸い込まれていくそうだけど
地上だと、地面からどんな力が働いて重力と戦っているんだろう
地面にめりこんでいかないのが不思議だ

ピョーンッとジャンプしても同じ場所に着地する
なんで、ちょっとも移動していないんだろう
同じ緯度なら、地球は回っているから
高くジャンプすればモロッコまで行けるのに
滞空時間が長ければの話だけど

風が吹いているんじゃない
地球が回っているんだ

道路にかじりかけのズッキーニが落ちている
家の中の白い壁をゴキブリが歩いている
「なんで分かんないのよ。そんなことも。」と、声を響かせる人がいる

車に轢かれたハトが道路にいても違和感を感じない
みんな素通りしていく
当たり前だから、見慣れているから、日常だから、
培ってきた道徳とは真逆のものに出会うと違和感を感じて、
見過ごせる程の器がわたしにはまだない

気持ちや感情を掘り下げたり、突き詰めていくと得体がない
空気をつかむようなものだ
雰囲気の良くない場所も、清々しい場所も、
どちらの空気もその場では美味しさや苦さを感じるのに
採取してみたらきっとどちらも変わりない、おんなじ空気だろうに
じゃあ、あのとき感じた空気の味や感覚は架空の出来事だったのか、
得体がない

今井あみ Ami Imai
1990 年うまれ
長野市出身
表現するひと
略歴（概略）表現することをつづけている。
絵画、文章、焼き物など、表現方法を模索している。

imaiami1990@gmail.com
imaiami.net

ギャラリー豆蔵
今井あみ展
2016.11 月（会期詳細は後日）
展示会期中の土日祝日
11時～17時
入場無料　
※展示によって異なる　
ギャラリー豆蔵
長野県長野市長野大門町 518
http://sekkeisora.wix.com/mamegura

JINEN GALLERY
EXIST Vol.14 展
2016.11.29（火）～ 12.4（日）
12:00 ～ 19:00
金曜 20：00まで
最終日 16：00まで

　藝術は他のあらゆる学問領域と幅広く影響しあう中で研究が進められるが、それらを俯瞰し統括する役割と
して絵画があると考えている。

　表現者として藝術に対して真摯に制作し、今はピンボケで焦点が定まらない事柄について、社会が性急に欲
するところではなく、遥か遠い未来にその焦点が合うかもしれない位置を見据えながら試行し続けることが本
来の藝術家のあるべき姿だと考える。

川合朋郎
Tomoro KAWAI 1976 ~

藝術について

川合朋郎 Tomoro Kawai
1976 年大阪出身 画家
東京藝術大学大学院修了
http://tomorokawai.com

展覧会情報
個展
FFS_Lounge Gallery　2016 年 10月
TOPOS Highland　2016 年 10月

人々は議論に夢中で誰も自然の美しさに気づかない　∅530 mm　2016　油彩／キャンバス

冬の朝のツンッとした冷たい空気は美味しいし
夜の霧は、前を見えなくする
それは、うそじゃない

苦しんで頑張っていると、
まわりはあれだけ苦しんでいたし、報われて欲しいと応援する
そして、叶ったらとても祝福する
楽しんでいると、それが頑張っていることでもまわりから応援されづらい気
がする
叶ったときも、苦しんだときよりまわりからの祝福が少ないような気がする
「ほんとうによかったね」に対して、「よかったね」くらいの差かもしれない
けど
また、内容がヤバイことでも苦渋の選択だとある程度許されて、
ヤバイことを楽しそうにやっていたら、人間性を疑われたり、バチが当たる
んじゃないかと恐れる
やっている内容は同じでも、やっているときの感情や態度でまわりからの反
応やバチを恐れる度合いが変わる
だから、みんな苦しそうに努力してみせるのかな
そしたらバチも恐れず、祝福も得られるから
わたしは楽しく過ごして祝福されたいんだ

限られた中から選ぶとなると
「もっと選択肢が欲しい」と嘆いて
いざ、選択肢が増えた世界にいくと
自分は何を欲していたのか分からなくなる

相手からの愛情が完全になくなったと分からないと
あきらめることができなくて、
愛情の取りこぼしがあったらもったいないと思って
最後の最後まで食べ尽くして、もう残っていないと分かって
ようやく手放すことができる

「もう、いいわ」って、あきらめるように去っていった
「なるほどね」とかなんとか言って、満足した表情で去っていって欲しいと
思うのに
そしたら、パックリと割れた
あともう少しで血がでそうだった
皮が厚いからね
日頃、きたえていて良かった
まるで、フジツボの逆襲みたい
「あなたはどこにでも行けていいね」って、
「わたしは住処を決めたら、ずっとここで過ごすしかないから」

JINEN GALLERY
代表 かんの自然 KANNO Jinen
東京都中央区日本橋小伝馬町 7-8 久保ビル 3F
http://www.jinen-gallery.com/

トポス高地 2016 @ Haricot Rouge
「平面の手触り」

今井あみ展

2016.12 月（会期詳細は後日）

欧風家庭料理店「アリコ・ルージュ」
長野県飯綱町川上 2755 飯綱東高原 026-253-7551 営業時間 12時 ~20時 30分 休館・定休日 火曜
http://homepage3.nifty.com/haricot/

東澤一也　Kazuya Higashizawa
1958 年生まれ
温泉ソムリエ

温泉ソムリエ的な・・・（3）

　温泉地で、混浴…と聞いて「え～やだあ～、混浴なんて、ムリムリ～～」っ
て言うのはたいてい中年以降の年配女性に多い。いつの昔かオバタリアンと
言われてた方々である。地方の温泉地へのお仲間旅行で混浴という案内を目
にした時の反応であるが、混浴から何かしら妄想を膨らませてのお言葉と思
える。彼女らに言いたい。「大丈夫ですよ！誰も見たくありませんから！」
　経験から言うと、温泉ブームの後、むしろ若い女性の方が堂々と混浴温泉
に入って来ている。若い女性グループや若いカップル、若い単独女性には
ちょっとどぎまぎするが出会うことがある。温泉好き女子にとって温泉は妄
想の対象では無いのだろう。

　「混浴は文化だ」江戸期までの温泉地・公衆浴場は混浴が普通だったが、
明治期になって別浴が徹底されるようになった。大勢が一堂に入浴するスタ
イルの日本の浴場で男女が真っ裸で居たなら当然ながら風紀の乱れが生じ
る。浴場で欲情である。
　しかし江戸期までは公衆浴場では男は褌、女は湯文字（ゆもじ・腰巻）を
付けて入浴するのが一般的で、決して真っ裸で入っていたわけではない。そ
れが近世になって衛生上の理由からそれらの湯浴み着や手ぬぐいを湯の中に
入れないようにとなり、各浴場にはタオルを湯に入れないで、との注意書き
が出されるようになった。つまり温泉に真っ裸で入るようになったのは歴史
的には最近の事である。
　以降、混浴は禁忌的なもの、厭らしい響きを持つものと思われるようになっ
た。

　しかし旅番組などで北欧フィンランド式サウナの中で家族や友人など老若
男女が真っ裸で入っている様子を観たことがあるだろうか。実に和気あいあ
いとして楽しそうだ。そこには猥褻な厭らしさなど微塵もない。
　それを日本に置き換えるなら、風光明美な大露天風呂に家族や気の置けな
い仲間、または恋人と一緒に浸かり会話をし心身の癒しを求める。温泉好き
なら温泉にも一緒に入ろう。垣根を取り払おう。と言うことになる。それが
私の提唱する「混浴」のススメである。恥ずかしがることは無い。むしろ自
然な形だ。ただし、タオル・湯浴み着はマナーとして必要だと思う。以下に
私も行った混浴温泉を紹介する。素晴らしいところばかりなのでぜひ行って
みて頂きたい。

東澤一也
Kazuya HIGASHIZAWA 1958~

　長野市から行けるお勧めの混浴・貸し切り温泉！

【松川渓谷温泉滝の湯】高山村。超お勧め混浴
　高山温泉郷。山田温泉から松川渓谷沿いに車で数分。松川渓谷沿いに大野
天岩風呂がある。男女別の内湯から混浴の岩風呂への出入り口があるので初
級者向き。秘密のケンミンショーのロケで有名。

【七味温泉恵の湯】高山村。貸し切り
　白濁の硫黄温泉でお尻が黒くなります。日帰り施設で貸切風呂は家族・温
泉仲間・カップルにお勧め。

【よませ温泉遠見乃湯】山ノ内町。貸し切り
　日帰り温泉施設遠見乃湯の貸し切り露天風呂。絶景が楽しめる。カップル
にお勧め。

【鹿教湯温泉】上田市。混浴
　つるや旅館・河鹿荘・ホテル天竜閣。それぞれ違った趣の温泉で、湯巡り
も楽しい。初級～中級者向き。

【葛温泉】大町市。混浴
　高瀬館・仙人閣。大町市街から高瀬ダム方面に車で行ける秘湯。広い混浴
露天風呂は大満足。中級者向き。

【白骨温泉泡の湯】松本市。混浴
　超有名な白濁の露天風呂。湯に浸かると何をしてても見えません。男女別
に出入り口があります。松本から車で１時間。初級者向き。

【新穂高温泉】岐阜県高山市。混浴、貸し切り
　奥飛騨温泉郷は日本有数の温泉郷であり、新穂高温泉は日本有数の混浴天
国。川沿いの大露天岩風呂が多い。代表的な温泉は、水明館佳留萱山荘・槍
見館・深山荘・山本館などなど。
　高速と安房トンネル経由で長野市からも充分に日帰り可。初級者向き。

【万座温泉】群馬県。混浴
　高山村から車で 30分。長野市から意外に近い万座温泉。標高 1800ｍ雲
上の混浴温泉。万座プリンスホテル・万座高原ホテル・湯の花旅館・豊国館。
タオル着用ＯＫ。初級者向き。

【宝川温泉汪泉閣】群馬県みなかみ町。混浴
　混浴温泉、東の横綱。宝川の両岸に大露天風呂が点在。正に温泉公園。日
本一 200 畳の露天風呂はあまりのスケールに圧倒されます。長野市から上信
越道、関越道経由で３時間。または十日町、関越道経由で。湯浴み着用がルー
ルなので初級者向き。

　※混浴にはマナーがあります。先ず隠すべきところは隠す（顔では無い）
最近ではタオル可や着用での入浴をルールにしている混浴も多いです。異性
をじろじろ見ない。写真撮影は厳禁！などなど。
　文責は東澤一也個人にあり、温泉ソムリエ協会の関知するところではあり
ません。
　温泉に関してご質問等ありましたらメールしてください。

おだやかな夜

寺澤真佑美
Mayumi TERASAWA 1984 ~

ひさびさに穏やかな気持ちの夜で、会えないけれど、大切な人のことを色々と思
い出したい時間だった。

寺澤真佑美 Mayumi Terasawa
1984 年生まれ
アーティスト
日々の生活のなかでマイペースに制作している。

無題 　紙にパステル、色鉛筆 2016

photo by Natsue Kimura

備仲臣道　Binnaka Shigemichi 1941~
韓国忠清南道大田生まれ 著述業

甲府第一高等学校卒　山梨時事新聞記者　月刊新山梨編集発行人
2006年、第 6回内田百閒文学賞優秀賞受賞

著書　『蘇る朝鮮文化』（明石書店）『高句麗残照』（批評社）『司馬遼太郎と朝鮮』（批評社）
『ある在朝日本人の生涯』（社会批評社）『内田百閒文学散歩』（皓星社・2013年 8月）ほか 5冊。

kazenonagune@yahoo.co.jp

『艶本ラプソディー』皓星社・刊、１４００円+税。2016年 6月 29日発売。
江戸軟文学に魅せられ、艶本を刊行して 50年、坂本篤の発売禁止、罰金、逃亡、入獄に彩られた 70余年の生涯を描く初の評伝。

＊書店にない場合は出版社にお申し付けください。
皓星社　東京都千代田区神田神保町３－１０　03-6272－9330

花火

　近くの川原で花火大会があるというので、妻を誘って見にいった。はじまってから時間がたっていたから、土手にしつらえた座席はいっぱいだろ

うと思い、はじめからあきらめて、少し離れた所に立って見ることにした。

　大きなのが上がる一区切りの終わりに、辺りの景色を揺るがすような音がして、つぎのが上がるまでの間そこいらに闇が降り、ひとしきり人のざ

わめきが聞こえる。暗くなったりまた明るくなったりの、そのたびに景色が浮いたり沈んだりを繰り返した。

　しばらく見ているうちに、いったん暗くなったあと、つぎの花火がひゅるひゅると尾を引いて上がりはじめると、隣に立っているのが妻ではなく

て、知らない女になっていた。いまにも堰を切って涙があふれそうな目をしてこっちを見ている。口をきっと結んだ表情に恨みがましいものが満ち

ているように思われたが、誰だろうかと考えても、思い出すことができない。なにか言いたそうにしていながら、少しも口を開かないけれど、私を

詰りたいのだということだけは、はっきりと伝わってきた。そのうちに、どーんと大きな音がして暗くなったところで、この女が何者なのかを思い

出しかけたけれど、つぎの花火が上がりはじめたのと同時に忘れてしまった。

　それからまた明るくなったとき、光の中に現れたのは、妻でないのは同じだけれど、さっきのとも違った女であった。大きな瞳に涙と憤りとをみ

なぎらせて、震えるようにして私をにらみすえていると思ったら、すすり泣きながら、思いきり両手を突き出して私を押した。横から腹を突かれて

私はバランスを失い、二、三歩よろけてやっと踏みとどまった。女は顔中を涙でぐしゃぐしゃにして、泣きながらなにか言っているのだが、いっこ

うに聞き取れないから、やっぱり誰なのかを思い出すことができない。そうこうするうちに暗くなって女は消えた。

　もう一度明るくなるころには、こちらで待ち受けるような気持ちでいたけれど、知らない女ということは前の二人と同じであった。今度は長い髪

の若い女で、ふっとそう思って、私もいまの私ではなくて、昔の姿にもどっていると知った。

「あんなに固い約束をしたのに、急になにも言ってこなくなって、なによ」

　その子はきつい調子で言った。それで思い出したのだが、つまらないことで彼女のことが嫌になったのであった。ベンチに並んでストローでジュー

スを飲んでいたとき、彼女はスカートの上から太ももの外側辺りを、かりかりと四、五回かじったのである。たったそれだけのことだったのに、セ

ンスの悪い下品な子だという気がして、それまではいいと思っていたことまで醜く見えるようになってしまい、特別深い交わりもなかったのを幸い、

その日限り放っておいて、時のたつのにまかせて疎遠になったのであった。

そうしてみると、思い当たるものがつぎつぎと浮かんできて、前の二人とは結婚の約束もして、どんなことがあっても別れないとまで思い込んだこ

ともあったのだが、すべてを知り馴染みができてしまうと、これはお互いのことなのだと、いまは思えるのだが、嫌なところも見なければならなく

なり、いつしかそれが耐えられないほどになっていたのであった。むしろ、ありようは、私のわがままばかりを通したのであったかもしれないと、

いまなら判る。こうして、三人のことを思い出しかけたけれど、心のどこかに、それ以上は思い出さないほうがいいという気がしていた。

　そのとき、ひときわ大きな音が、土手も並木も底から震わせるように鳴って、それが今夜の最後の花火らしかった。

　さあ帰りましょ──薄暗い光の中で、口の端に意地の悪い笑いを浮かべながら、妻が言った。

備仲臣道
Shigemichi BINNAKA 1941~

photo by Mayumi Terasawa

赤黒く丸い胴、後部には 2つのとげのようなものがある。六本の足。小さな頭から 2本の触覚が伸びていた。

いつの間にかズボンの上に 2ミリ程のものやその半分程のもの等、約 20匹だろうか、歩いていた。

手で払うと、ズボンと僕の手に挟まれて潰れてしまった。

アブラムシだろうか？

赤い跡が微かに残っていた。

日記（2016 年 8月 20日）

 疋田義明
Yoshiaki HIKITA 1994~

疋田義明　Yoshiaki Hikita
1992 年長野市生まれ

画家（無職）
2015年武蔵野美術大学油絵学科卒業

za486ztch4vc7v7mm6cu@dokomo.ne.jp

志賀高原ロマン美術館　夏季企画展
「Touch with Skin　内在する触感」出品

2016( 平成 28) 年 7月 24日（日）-10月 10日（月・祝）　　　
休館日：　木曜日　　　8月 11日（木・祝）、9月 22日（木・祝）は開館

開館時間：9:00-17:00（ただし入館は 16:30 まで） 　
入館料：大人 500円、小人 300円


